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大学生のグローバル・コンピテンシー獲得を促進す
るグローバルマインドセット尺度の開発
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　　In this study, the concept of the global mind which promoted the acquisition of the global 
competency was arranged, and the scale was developed. It was clarified that the global mind was 
divided into 3 factors of "Anxiety about the global society", "Clarification of global social issues 
and trust", and "Willingness to live in a global society". And, it was shown that the reduction of 
the sense of unease was a first step of the acquisition of the global mind, because the sense of 
unease was improved by reducing sense of unease for the global society. In addition, it was indicated 
that to positively learn the global liberal arts subject in the first year reduced the anxiety, and 
that to participate in the overseas dispatch program over storage over 1 month promotes volition 
improvement and clarification of the problem. In the future, it is necessary to longitudinally collect 




















や認識などと定義されている (Gupta & Govindarajan, 2002)。このような「グローバル
マインドセット」を持つことが、グローバル・コンピテンシー獲得には必要不可欠であ
ると考えられる。しかし，グローバルマインドセットは研究によってもその定義が様々















































念であると言われている(Gupta & Govindarajan, 2002)。また，海外派遣プログラムや
語学教育，留学生との協働学習などを通じて，「異文化コミュニケーション」を る
機会を得て，「異文化受容」が高まることが期待される。さらに 4 年間ないし 6 年間
の GCE 教育を通じて，グローバル社会で活躍する人材としてのキャリア意識とし
て，「社会貢献への意識」が高まっていくこ が期待される。これらの 4 領域「自分
を取り巻く社会の認識」，「異文化コミュニケーション」，「異文化受容」，「社会貢献へ 
 



















































































































て第 3 因子は効力感の中でも学び続ける意欲に関する 5 項目が１つの因子となり，
「グローバル社会で生きていくことへの意欲」とした。この分析の結果得られた３因
子 34 項目の尺度を，「グローバルマインドセット尺度」として採用することとした。





















の得点のパターンからクラスタに分けたところ，3 クラスタに分かれた。第 1 クラス 
 
Table 3 学年ごとの各変数の平均値（カッコ内は標準偏差） 
 
人数
学部1年生 332 1.60 (0.50) 4.48 (4.86) 0.25 (1.06) 4.34 (1.00) 5.23 (0.84) 4.23 (0.84)
学部2年生 244 3.16 (1.11) 4.05 (4.68) 0.21 (0.92) 4.31 (1.01) 5.02 (0.94) 4.06 (0.82)
修士1年生 144 1.39 (0.83) 3.21 (3.93) 0.42 (1.15) 4.02 (1.07) 5.09 (1.01) 4.18 (0.90)














ットにアクセスしてもらい，回答を回収した。回答所要時間は 10 分程度であった。 
結果と考察 
グローバルマインドセットの尺度作成 






































































































タの学生は 3 要素ともに中程度で「GM 獲得過渡期クラスタ」とした。第 3 クラスタ
の学生は「グローバル社会に対する不安」が低く，他の 2 要素が高いことから「GM
獲得クラスタ」とした。 
学部１年生，学部２年生，修士 1 年生の 3 群それぞれのクラスタに当てはまる人
数と人数比は Table 4 の通りであった。 























GM未獲得 GM獲得途中 GM獲得 合計
学部1年生 73 126 133 332
22.00% 38.00% 40.10%
学部2年生 71 79 94 244
29.10% 32.40% 38.50%























年生において予習復習時間が多いほど，「グローバル社会に対する不安」が低く (r = -.13, 
p = .022) 「グローバル社会で生きていくことへの意欲」が高く (r = .15, p = .006)，「グロー









タの学生は 3 要素ともに中程度で「GM 獲得過渡期クラスタ」とした。第 3 クラスタ
の学生は「グローバル社会に対する不安」が低く，他の 2 要素が高いことから「GM
獲得クラスタ」とした。 
学部１年生，学部２年生，修士 1 年生の 3 群それぞれのクラスタに当てはまる人
数と人数比は Table 4 の通りであった。 























GM未獲得 GM獲得途中 GM獲得 合計
学部1年生 73 126 133 332
22.00% 38.00% 40.10%
学部2年生 71 79 94 244
29.10% 32.40% 38.50%












に差があるかを検討したところ，「グローバル社会に対する不安」 (F (2, 715) = 11.38, p < 
.001) 「グローバル社会で生きていくことへの意欲」(F (2, 715) = 5.01, p = .007)，「グロー
バル社会に対する課題の明確化と自信」(F (2, 715) = 11.79, p < .001) それぞれにおいて
主効果が有意であった。「グローバル社会に対する不安」は1か月以上プログラムに参
加した群が参加しなかった群や1か月未満のプログラムに参加した群よりも有意に低
かった (それぞれp < .001，p = .014)。「グローバル社会で生きていくことへの意欲」は1
か月以上プログラムに参加した群が参加しなかった群よりも有意に高かった (p = .019)。
また，「グローバル社会に対する課題の明確化と自信」はプログラムに参加しなかった
群に比べて他の群が有意に高く (ps < .05)，1か月以上参加した群の方が1か月未満参加







バル社会に対する不安」 (t (187) = 1.68, p = .094) が有意に低い傾向があり，「グローバル











が高く (r = .18, p = .005)，「グローバル社会に対する課題の明確化と自信」が高かった (r 
= .22, p = .001)。修士1年生は積極的に参加するほど「グローバル社会に対する不安」が
低く (r = -.30, p < .001) 「グローバル社会で生きていくことへの意欲」が高く (r = .29, p = 










その結果，「グローバル社会に対する不安」 (F (2, 718) = 45.06, p < .001) 「グローバル社会
で生きていくことへの意欲」(F (2, 718) = 39.14, p < .001)，「グローバル社会に対する課
題の明確化と自信」(F (2, 718) = 40.83, p < .001) それぞれにおいて主効果が有意であった。
「グローバル社会に対する不安」は日本主体での働き方を希望している人が他の希望を
している人よりも有意に高く (ps < .001)，「グローバル社会で生きていくことへの意欲」
は日本主体での働き方を希望している人が他の希望をしている人よりも有意に低く (ps 
< .001)，「グローバル社会に対する課題の明確化と自信」は日本主体での働き方を希望
している人が他の希望をしている人よりも有意に低く (p < .001)，海外主体での働き方
を希望している人が日本主体でも海外主体でもよいと考えている人よりも有意に高かっ
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